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１ 研究の概要 

 衝撃波管技術を利用して20 m以下のゲル微粒子を体内へ輸送する革新的な薬物輸送シス

テムを提案する．そのために，最適な衝撃波管装置の設計製作，20 m以下のゲル剤の製作

手法の確立，粒子速度等の基礎データ取得，血中濃度コントロールのための表面コーティン

グ技術の構築および生体の粘弾性を考慮した皮膚モデルへの導入試験と損傷等の可能性の

検討を実施してこのシステムの可能性を探る． 

 

２ 研究の目的と背景 

 一般的に生体への薬剤輸送方法として，経口投与，筋肉内投与，皮下投与，経皮的吸収等

がある．近年，微量で強い効果が得られるが，一方で副作用も強く投与方法に何らかの創意

が必要な薬物が続々と開発されている．それらの薬物の効能を最適に発揮できる投与形態と

して「薬物輸送システム」が存在している． 

 現在普及している注射システムは針を介して薬剤投与や血液採取を行う．したがって，皮

膚に針を穿刺して輸送するので，痛みを生じるだけでなく，その使用には訓練が必要となる．

また衛生上，針の再使用ができず大量の医療廃棄物が発生する．これに対して国内では痛み

を軽減する有効な方法として，極細針のシリンジが既に製品化されている．本研究では，筋

肉部位あるいは皮下組織に注射する蓄積注射（デポ注射）に注目した．デポ注射は消化管で

の消化を防ぎ，比較的大量の薬剤をゆっくりと拡散させる徐放化技術が可能なゲル薬剤が主

に使用される．しかし，デポ注射では針が長く，太いため神経損傷や血腫のリスクや強い痛

みを伴う注射部位反応が起こる恐れがあり，さらには副作用等の問題もあり注射拒否をする

患者も多い．したがって，針を使用しないで皮下組織にデポ薬剤を輸送することが本研究の

目的である． 

 

３ 研究内容 

（１） 模擬生体へのゲル微粒子薬物輸送に関する研究 

(https://sites.google.com/site/hashimotosumilab/home) 

 

 

 

 

https://sites.google.com/site/hashimotosumilab/home


  

実験装置 ゲルの充填方法 

 

 

実験結果  

 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

 衝撃波管は多種多様に利用されているが，高度な衝撃波管技術を利用すれば安価で安全な

医療器具として使用される可能性があり，本研究は工学の医療への貢献になるであろうと思

われる．また，薬剤の種類と皮膚組織の弾性，粘性により薬剤の貫入深さ等が変化すること

が予想され，これは基礎データとして将来的に応用可能な重要データである．最終的なデバ

イスの完成形は片手で納まる小型化を想定しており，まさに我が国が得意としている分野で

ある．その大きさでゲル微粒子を高速射出する方法は衝撃波管技術を利用することが有効で

あり，本研究の特徴でもある．また，従来は，注射そのものに嫌悪感を抱く患者が多いだけ

でなく，医療従事者の事故等が発生するが，本研究のシステムではそれらの軽減が予想され

る．将来的には，患者が自分で操作可能になることが期待され，これは，日常使用する患者

の精神的な負担だけでなく医療現場の負担軽減にも貢献できる． 

 

 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 代表者は当初，衝撃波を伴う高速流れ現象を主とした航空宇宙分野の研究に従事した．そ

の際に多種の衝撃波管を利用した研究を実施してきた．その後，衝撃波を利用した医工学分

野で研究を実施した．本研究は代表者が研究者を志してからの経験や知識を集めた研究であ

る． 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 
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井上有己，山口諒，藤賀貴大，小林祐喜, 住隆博，橋本時忠 

高速液体噴流によるPVAハイドロゲルへの衝突過程に関する研究 

平成29年度 衝撃波シンポジウム，2018年3月，仙台 

 

７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

平成29年度衝撃波シンポジウム ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

平成29年度衝撃波シンポジウム 論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 佐賀大学 理工学部 機械システム工学科 橋本研究室 

住   所： 〒840-8502 

佐賀県佐賀市本庄町１ 

申 請 者： 准教授 橋本時忠 

担 当 部 署：  

E - m a i l： hasimoto@me.saga-u.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://sites.google.com/site/hashimotosumilab/home 
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